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	生態毒性試験の実施に当たり、よくある質問とその考え方 
	Q1　高分子化合物の届出を予定しているが、生態毒性試験は必要か。
	Q2　届出予定物質は、工業製品として純度50%、残りの50%は既存化学物質である。工業製品を用いた生態毒性試験の結果は化審法の届出に使用できるか。
	Q3　密閉系で藻類生長阻害試験を実施したところ、pHが1.5以上変動した。試験結果は化審法の届出に使用できるか。
	Q4　魚類延長毒性試験（TG204）の結果は化審法の届出に使用できるか。
	Q5　届出物質は水中でイオン化する。 物質A（ex. 届出物質のNa塩）も水中で同じイオンを生じる。生態毒性試験は、物質Aの結果を使用してもよいか。
	Q6　分解度試験系において、届出物質が培養液中の成分（ex.金属イオン、無機塩）と錯体を形成して不溶化した。生態毒性試験は届出物質で実施してよいか。
	Q7　届出物質は分解度試験において全量分解し、変化物が生成したが、変化物の合成は困難である。生態毒性試験はどのように実施すべきか。
	Q8　水溶解度の測定はどのように行うべきか。
	Q9　難水溶性物質の生態毒性試験には助剤を使用してよいか。
	Q10　水に分散する高分子ポリマーはどのように生態毒性試験を実施すべきか。
	Q11　生態毒性試験を実施したところ、濾過前の分散溶液では影響が認められたが、濾過後の溶液では影響が認められなかった。毒性はどのように判断すべきか。
	Q12　加水分解性を示す物質の生態毒性試験はどのように実施すべきか。
	Q13　着色性物質の色の影響による藻類の生長阻害はどのように評価すべきか。
	スライド番号 15
	Q14　物質の濃度は、「物質が安定である場合には、最低及び最高濃度区についてばく露開始時及び終了時に測定※ 」すれば、他の濃度区は測定しなくてもよいのか。��　　※試験法通知（ミジンコ・魚類）の「被験物質濃度等の測定」の項における記載
	Q15　繰り返し間及び日間の変動係数はどのように計算すればよいか。
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